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IGMP スヌーピングの情報

デバイスの IGPMスヌーピングはディセーブルにしないことを推奨します。 IGMPスヌーピン
グをディセーブルにすると、デバイス内で不正なフラッディングが過度に発生し、マルチキャ

ストのパフォーマンスが低下する場合があります。

（注）

IGMPスヌーピングソフトウェアは、VLAN内のレイヤ 2 IPマルチキャストトラフィックを調べ
て、該当する受信側が入っているポートを検出します。 IGMPスヌーピングではポート情報を利
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用することにより、マルチアクセスLAN環境における帯域幅消費量を削減し、VLAN全体へのフ
ラッディングを回避します。 IGMPスヌーピング機能は、マルチキャスト対応ルータに接続され
たポートを追跡して、ルータによる IGMPメンバーシップレポートの転送機能を強化します。ト
ポロジの変更通知には、IGMPスヌーピングソフトウェアが応答します。デバイスでは、IGMP
スヌーピングがデフォルトでイネーブルになっています。

この図に、ホストと IGMPルータ間に設置された IGMPスヌーピングスイッチを示します。 IGMP
スヌーピングスイッチは、IGMPメンバーシップレポートおよび Leaveメッセージをスヌーピン
グして、必要な場合にだけ接続された IGMPルータに転送します。

図 1：IGMP スヌーピングスイッチ

IGMPスヌーピングソフトウェアは、IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3コントロールプレーン
パケットの処理に関与し、レイヤ 3コントロールプレーンパケットを代行受信して、レイヤ 2の
転送処理を操作します。

IGMPの詳細については、「IGMPの設定」を参照してください。

Cisco NX-OS IGMPスヌーピングソフトウェアには、次のような独自の機能があります。

•送信元フィルタリングにより、宛先および送信元の IPアドレスに基づいて、マルチキャスト
パケットを転送できます。

• MACアドレスではなく、IPアドレスに基づいてマルチキャスト転送を実行します。

• Nexus 7000シリーズデバイス用のCiscoRelease 5.2(1)以降では、マルチキャスト転送はMAC
アドレスに基づきます。

•不明なトラフィックをルータのみに転送し、データによる状態の作成を実行しないOptimized
Multicast Flooding（OMF）。

IGMPスヌーピングの詳細については、RFC 4541を参照してください。
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IGMPv1 および IGMPv2
IGMPv1と IGMPv2は両方とも、メンバーシップレポート抑制をサポートします。つまり、同一
サブネット上の 2つのホストが同一グループのマルチキャストデータを受信する場合、他方のホ
ストからメンバレポートを受信するホストは、そのレポートを送信しません。メンバーシップ

レポート抑制は、同じポートを共有しているホスト間で発生します。

各 VLANスイッチポートに接続されているホストが 1つしかない場合は、IGMPv2の高速脱退機
能を設定できます。高速脱退機能を使用すると、最終メンバのクエリーメッセージがホストに送

信されません。ソフトウェアは IGMP Leaveメッセージを受信すると、ただちに該当するポート
へのマルチキャストデータ転送を停止します。

IGMPv1では、明示的な IGMP Leaveメッセージが存在しないため、特定のグループについてマル
チキャストデータを要求するホストが存続しないことを示すために、メンバーシップメッセージ

タイムアウトが利用されます。

高速脱退機能がイネーブルになっている場合、他のホストの存在は確認されないため、最終メ

ンバーのクエリーインターバル設定が無視されます。

（注）

IGMPv3
CiscoNX-OSにはフル機能の IGMPv3スヌーピングが実装されており、IGMPv3レポートに含まれ
る (S, G)情報に基づいて、フラッディングを制御することができます。この送信元ベースのフィ
ルタリングにより、デバイスは対象のマルチキャストグループにトラフィックを送信する送信元

に基づいて、マルチキャストトラフィックの宛先ポートを制限できます。

ソフトウェアのデフォルト設定では、各VLANポートに接続されたホストが追跡されます。この
明示的な追跡機能は、高速脱退メカニズムをサポートしています。 IGMPv3ではすべてのホスト
がメンバーシップレポートを送信するため、レポート抑制機能を利用すると、デバイスから他の

マルチキャスト対応ルータに送信されるトラフィック量を制限できます。レポート抑制をイネー

ブルにすると、過去にいずれの IGMPv1ホストまたは IGMPv2ホストからも対象のグループへの
要求がなかった場合には、プロキシレポートが作成されます。プロキシ機能により、ダウンスト

リームホストが送信するメンバーシップレポートからグループステートが構築され、アップス

トリームクエリアからのクエリーに応答するためにメンバーシップレポートが生成されます。

IGMPv3メンバーシップレポートには LANセグメント上のグループメンバの一覧が含まれてい
ますが、最終ホストが脱退すると、メンバーシップクエリーが送信されます。最終メンバのクエ

リーインターバルについてパラメータを設定すると、タイムアウトまでにどのホストからも応答

がなかった場合に、グループステートが解除されます。
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IGMP スヌーピングクエリア
マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がないために、Protocol-IndependentMulticast
（PIM）がインターフェイス上でディセーブルになっている場合は、メンバーシップクエリーを
送信するように IGMPスヌーピングクエリアを設定する必要があります。このクエリアは、マル
チキャスト送信元と受信者を含み、その他のアクティブクエリアを含まない VLANで定義しま
す。

VLANの任意の IPドレスを使用するようにクエリアを設定できます。

ベストプラクティスとして、簡単にクエリアを参照するには、一意の IPアドレス（スイッチイ
ンターフェイスまたは HSRP VIPでまだ使用されていない）を設定する必要があります。

クエリアの IPアドレスは、ブロードキャスト IP、マルチキャスト IP、または 0（0.0.0.0）にし
ないでください。

（注）

IGMPスヌーピングクエリアがイネーブルな場合は、定期的に IGMPクエリーが送信されるため、
IPマルチキャストトラフィックを要求するホストから IGMPレポートメッセージが発信されま
す。 IGMPスヌーピングはこれらの IGMPレポートを待ち受けて、適切な転送を確立します。

IGMPスヌーピングクエリアは、RFC 2236に記述されているようにクエリア選択を実行します。
クエリア選択は、次の構成で発生します。

•異なるスイッチ上の同じ VLANに同じサブネットに複数のスイッチクエリアが設定されて
いる場合。

•設定されたスイッチクエリアが他のレイヤ 3 SVIクエリアと同じサブネットにある場合。

スタティックマルチキャスト MAC アドレス
Nexus 7000シリーズデバイス用の Cisco Release 5.2(1)以降では、マルチキャストMACアドレス
の発信インターフェイスをスタティックに設定します。また、MACベースの検索モードを使用
するように IGMPスヌーピングを設定できます。

以前は、宛先MACアドレスではなく宛先 IPアドレスを使用してレイヤ 2マルチキャストテーブ
ルの検索を実行していました。ただし、一部のアプリケーションでは、単一のユニキャストクラ

スタ IPおよびマルチキャストクラスタMACアドレスを共有しします。システムは、共有マルチ
キャストMACアドレスを持つ最終ホップルータによってユニキャストクラスタ IPアドレス宛て
のトラフィックを転送します。このアクションは、エンドホストまたはクラスタの宛先 IPアド
レスにスタティックマルチキャストMACアドレスを割り当てることによって実現できます。

デフォルトの検索モードは IPのままですが、検索タイプをMACアドレスベースに設定できま
す。検索モードは、グローバルでも、VLAN単位でも設定できます。

• VDCがMシリーズモジュールからのポートのみを含み、グローバル検索モードが IPに設定
されている場合、VLANは 2つの検索モードのいずれかに設定できます。ただし、グローバ
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ル検索モードがMACアドレスに設定されると、すべての VLANの動作可能な検索モードは
MACアドレスモードに変更されます。

• VDCがMシリーズモジュールと Fシリーズモジュールの両方のポートを含んでいる場合、
いずれかのVLANの検索モードをMACアドレスに変更すると、すべてのVLANの動作検索
モードがMACアドレスベースに変更されます。シャーシ内のこれらのモジュールによっ
て、同じ検索モードをグローバルに、VLANに使用できます。同様に、グローバル検索モー
ドがMACアドレスベースの場合、すべての VLANの動作可能な検索モードもMACアドレ
スモードになります。

検索モードを変更すると、中断が発生します。マルチキャスト転送は、すべ

てのマルチキャストエントリが新しい検索モードでプログラムされるまで、

最適ではありません。また、32個の IPアドレスが 1つのMACアドレスに
マッピングされる場合、デバイスの準最適の転送が表示されることがありま

す。

（注）

VDC および VRF を使用した IGMP スヌーピング
Virtual Device Context（VDC;仮想デバイスコンテキスト）は、一連のシステムリソースを論理的
に表現する用語です。各 VDC内では、複数の Virtual Routing and Forwarding（VRF;仮想ルーティ
ングおよびフォワーディング）インスタンスを定義できます。VDCごとに実行できる IGMPプロ
セスは 1つです。 IGMPプロセスは対象の VDCに含まれるすべての VRFをサポートし、その
VDC内で IGMPスヌーピング機能を実行します。

showコマンドに VRF引数を指定して実行すると、表示される情報のコンテキストを確認できま
す。 VRF引数を指定しない場合は、デフォルト VRFが使用されます。

VDCの設定方法については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Configuration
Guide』を参照してください。

VRFの設定方法については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』
を参照してください。

IGMP スヌーピングのライセンス要件
ライセンス要件製品

IGMPスヌーピングにはライセンスは不要です。ライセンスパッケージに含まれ
ていない機能はすべて Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追
加費用は一切発生しません。 NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco
NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

Cisco
NX-OS
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ライセンス要件製品

IGMPスヌーピングにはライセンスは不要です。 DCNMライセンス方式の詳細に
ついては、『Fundamentals Configuration Guide, Cisco DCNM for LAN』を参照してく
ださい。

Cisco
DCNMS

IGMP スヌーピングの前提条件
IGMPスヌーピングの前提条件は、次のとおりです。

•デバイスにログインしている。

•現在の Virtual Device Context（VDC;仮想デバイスコンテキスト）が正しい。 VDCは、一連
のシステムリソースを論理的に表現する用語です。 switchto vdcコマンドではVDC番号を指
定できます。

• •現在のVirtualRouting andForwarding（VRF;仮想ルーティングおよびフォワーディング）モー
ドが正しい（グローバルコマンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュ

レーションモードは、デフォルト VRFに適用されます。

IGMP スヌーピングに関する注意事項と制限事項
IGMPに関する注意事項および制約事項は次のとおりです。

•レイヤ 2ネットワークでマルチキャスト転送を必要とする IPv6マルチキャストネットワー
クに対して IGMP最適化マルチキャスト転送（OMF）をディセーブルにする必要がありま
す。

• IPv6パケットの転送が必要なVLANの IGMP最適化マルチキャスト転送をディセーブルにす
る必要があります。

• virtual Port Channel（vPC;仮想ポートチャネル）ピアを設定している場合、2台のデバイス間
の IGMPスヌーピング設定オプションに相違があると、次のような結果になります。

◦一方のデバイスで IGMPスヌーピングをイネーブルにして、他方でディセーブルにする
と、スヌーピングがディセーブルであるデバイスではすべてのマルチキャストトラフィッ

クがフラッディングします。

◦マルチキャストルータまたはスタティックグループの設定の相違は、トラフィック損
失の原因になり得ます。

◦高速脱退、明示的な追跡、およびレポート抑制のオプションをトラフィックの転送に使
用する場合、これらのオプションに相違が生じる可能性があります。
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◦デバイス間でクエリーパラメータが異なると、一方のデバイスではマルチキャストス
テートが期限切れとなり、もう一方のデバイスでは転送が継続されます。この相違に

よって、トラフィック損失または転送の長時間化が発生します。

◦ IGMPスヌーピングクエリアを両方のデバイスで設定している場合、クエリーがトラ
フィックで確認されると、IGMPスヌーピングクエリアはシャットダウンするので、一
方のクエリアだけがアクティブになります。

• FEXポートの背後にあるルータを持つ VLANを含む構成では、OMFの機能をディセーブル
にする必要があります。 OMFはこのような設定ではサポートされていません。

ユニキャスト宛先 IP アドレスとマルチキャスト宛先 MAC アドレスを使用するネットワークアプ
リケーション

ユニキャスト宛先 IPアドレスとマルチキャスト宛先MACアドレスを使用するネットワークアプ
リケーションは、IGMPスヌーピングの設定でスイッチのMACベースのフォワーディングルッ
クアップを使用しなければならない場合があります。

このようなアプリケーションに使用する宛先MACアドレスが非 IPマルチキャストMACアドレ
スである場合は、mac address-table multicastコマンドを使用して静的にポートメンバーシップを
設定します。

また、宛先MACアドレスが IPマルチキャストの範囲内（0100.5E00.0000～ 0100.5E7F.FFFF）に
ある場合、対応するレイヤ 3 IPマルチキャストアドレスのスタティック IGMPスヌーピングのメ
ンバーシップエントリを使用して、ポートメンバーシップを設定します。たとえば、アプリケー

ションが宛先MACアドレス 0100.5E01.0101を使用する場合は、そのMACアドレスにマッピング
される IPマルチキャストアドレスのスタティック IGMPスヌーピングのメンバーシップエント
リを設定します。この例は、ip igmp snooping static-group 239.1.1.1です。

デフォルト設定

デフォルトパラメータ

イネーブルIGMPスヌーピング

イネーブル明示的な追跡

ディセーブル高速脱退

1秒最終メンバのクエリーインター

バル

ディセーブルスヌーピングクエリア

イネーブルレポート抑制
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デフォルトパラメータ

イネーブルリンクローカルグループ抑制

ディセーブルデバイス全体での IGMPv3レポー
ト抑制

イネーブルVLANごとの IGMPv3レポート抑
制

IGMP スヌーピングパラメータの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

他のコマンドを有効にする前に、IGMPスヌーピングをグローバルにイネーブルにする必要が
あります。

（注）

グローバル IGMP スヌーピングパラメータの設定
IGMPスヌーピングプロセスの動作をグローバルに変更するには、次の表に示すオプションの
IGMPスヌーピングパラメータを設定します。

説明パラメータ

アクティブな VDC上で IGMPスヌーピングをイネーブルにし
ます。デフォルトでは有効になっています。

グローバルな設定がディセーブルになっている場合

は、すべての VLANが、イネーブルかどうかに関係
なくディセーブルと見なされます。

（注）

IGMPスヌーピング

IGMPスヌーピング履歴バッファのサイズを設定します。デフォ
ルトは smallです。

イベント履歴

デバイス上のすべての VLANのグループメンバーシップタイ
ムアウトを設定します。

グループタイムアウト

デバイスのリンクローカルグループ抑制を設定します。デフォ

ルトでは有効になっています。

リンクローカルグループ抑制
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説明パラメータ

デバイス上のすべての VLANで Optimized Multicast Flood
（OMF）を設定します。デフォルトでは有効になっています。

Optimise-multicast-flood

デバイスの IGMPスヌーピングプロキシを設定します。デフォ
ルトは 5秒です。

プロキシ

デバイスのマルチキャスト対応ルータに送信されるメンバーシッ

プレポートトラフィックを制限します。レポート抑制をディ

セーブルにすると、すべての IGMPレポートがそのままマルチ
キャスト対応ルータに送信されます。デフォルトでは有効に

なっています。

レポート抑制

デバイスの IGMPv3レポート抑制およびプロキシレポートを設
定します。デフォルトでは無効になっています。

IGMPv3レポート抑制

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレー

ションモードに入

ります。

config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステッ

プ 1   
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目的コマンドまたはアクション

次のコマンドを使

用して、IGMPス
説明オプションステッ

プ 2   
デバイスの IGMPスヌーピングを
イネーブルにします。デフォルト

では有効になっています。

このコマンドの no形式
により、グローバル設定

がディセーブルになって

いる場合は、個々の

VLANで IGMPスヌーピ
ングがイネーブルである

かどうかに関係なく、す

べての VLANで IGMP
スヌーピングがディセー

ブルになります。 IGMP
スヌーピングをディセー

ブルにすると、レイヤ 2
マルチキャストフレー

ムがすべてのモジュール

にフラッディングしま

す。

（注）

ip igmp snooping
例

switch(config)# ip igmp
snooping

ヌーピングを設定

できます。

イベント履歴バッファのサイズを

設定します。デフォルトは small
です。

ip igmp snooping event-history
例

switch(config)# ip igmp
snooping event-history

デバイス上のすべてのVLANのグ
ループメンバーシップタイムア

ウト値を設定します。

ip igmp snooping
group-timeout{minutes|never}
例

switch(config)# ip igmp
snooping group-timeout never

デバイス全体のリンクローカルグ

ループ抑制を設定します。デフォ

ルトでは有効になっています。

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression
例

switch(config)# ip igmp
snooping
link-local-groups-suppression

デバイス上のすべての VLANで
OMFを最適化します。デフォル
トでは有効になっています。

ip igmp snooping
optimise-multicast-flood
例

switch(config)# ip igmp
snooping
optimise-multicast-flood
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

デバイスの IGMPスヌーピングプ
ロキシを設定します。デフォルト

は 5秒です。

ip igmp snooping proxy
general-inquiries {mrt seconds}
例

switch(config)# ip igmp
snooping proxy
general-inquiries

マルチキャスト対応ルータに送信

されるメンバーシップレポート

トラフィックを制限します。レ

ポート抑制をディセーブルにする

と、すべての IGMPレポートがそ
のままマルチキャスト対応ルータ

に送信されます。デフォルトでは

有効になっています。

ip igmp snooping
v3-report-suppression
例

switch(config)# ip igmp
snooping
v3-report-suppression

IGMPv3レポート抑制およびプロ
キシレポートを設定します。デ

フォルトでは無効になっていま

す。

ip igmp snooping
report-suppression
例

switch(config)# ip igmp
snooping report-suppression

（任意）コンフィ

ギュレーションの

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config startup-config

ステッ

プ 3   
変更を保存しま

す。

VLAN ごとの IGMP スヌーピングパラメータの設定
IGMPスヌーピングプロセスの動作を VLANごとに変更するには、この表に示すオプションの
IGMPスヌーピングパラメータを設定します。

説明パラメータ

VLANごとに IGMPスヌーピングをイネーブルにします。デ
フォルトでは有効になっています。

グローバルな設定がディセーブルになっている場合

は、すべての VLANが、イネーブルかどうかに関係
なくディセーブルと見なされます。

（注）

IGMPスヌーピング
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説明パラメータ

各ポートに接続されたそれぞれのホストから送信される IGMPv3
メンバーシップレポートを、VLAN別に追跡します。デフォル
トでは有効になっています。

明示的な追跡

ソフトウェアが IGMP Leaveレポートを受信した場合に、IGMP
クエリーメッセージを送信することなく、グループステートを

解除できるようにします。このパラメータは、IGMPv2ホスト
に関して、各VLANポート上のホストが 1つしか存在しない場
合に使用されます。デフォルトでは無効になっています。

高速脱退

指定した VLANのグループメンバーシップタイムアウトを設
定します。

グループタイムアウト

IGMPクエリーの送信後に待機する時間を設定します。この時
間が経過すると、ソフトウェアは、特定のマルチキャストグ

ループについてネットワークセグメント上に受信要求を行うホ

ストが存在しないと見なします。いずれのホストからも応答が

ないまま、最終メンバのクエリーインターバルの期限が切れる

と、対応するVLANポートからグループが削除されます。有効
範囲は 1～ 25秒です。デフォルトは 1秒です。

最終メンバのクエリーインター

バル

指定したVLANでOptimizedMulticast Flood（OMF）を設定しま
す。デフォルトでは有効になっています。

Optimise-multicast-flood

指定したVLANの IGMPスヌーピングプロキシを設定します。
デフォルトは 5秒です。

プロキシ

マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしていない場合に、インターフェイス
にスヌーピングクエリアを設定します。スヌーピングクエリ

アに次の値を設定することもできます。

•タイムアウト：IGMPv2のタイムアウト値

•インターバル：クエリー送信間の時間

•最大応答時間：クエリーメッセージのMRT

•スタートアップカウント：起動時に送信されるクエリー数

•スタートアップインターバル：起動時のクエリーインター
バル

スヌーピングクエリア

指定した VLANのロバストネス値を設定します。ロバストネス変数
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説明パラメータ

各VLANに対して、マルチキャスト対応ルータに送信されるメ
ンバーシップレポートトラフィックを制限します。レポート

抑制をディセーブルにすると、すべての IGMPレポートがその
ままマルチキャスト対応ルータに送信されます。デフォルトで

は有効になっています。

レポート抑制

マルチキャストルータへのスタティックな接続を設定します。

ルータと接続するインターフェイスが、選択したVLANに含ま
れている必要があります。

マルチキャストルータ

VLANのレイヤ2ポートをマルチキャストグループのスタティッ
クメンバーとして設定します。

スタティックグループ

各 VLANに対して、リンクローカルグループ抑制を設定しま
す。デフォルトでは有効になっています。

リンクローカルグループ抑制

各 VLANに対して、IGMPv3レポート抑制およびプロキシレ
ポートを設定します。デフォルトではVLANごとに有効になっ
ています。

IGMPv3レポート抑制

指定した VLANの IGMPバージョン番号を設定します。バージョン

Cisco Release 5.1(1)以降は、次の手順のステップ 3が vlanから vlan configuration vlan-idに変
更されました。このコンフィギュレーションモードを使用して、必要な IP IGMPスヌーピン
グパラメータを設定します。ただし、設定は、指定した VLANを明示的に作成するまで適用
されません。VLANの作成の詳細については、『CiscoNexus 7000SeriesNX-OSLayer 2 Switching
Configuration Guide』を参照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーショ

ンモードに入ります。

config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステッ

プ 1   

現在の VDCに対して
IGMPスヌーピングをイ

ip igmp snooping

例：
switch(config)# ip igmp snooping

ステッ

プ 2   
ネーブルにします。デ
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目的コマンドまたはアクション

フォルトでは有効に

なっています。

このコマンド

の no形式に
より、グロー

バル設定が

ディセーブル

になっている

場合は、個々

の VLANで
IGMPスヌー
ピングがイ

ネーブルであ

るかどうかに

関係なく、す

べての VLAN
で IGMPス
ヌーピングが

ディセーブル

になります。

IGMPスヌー
ピングをディ

セーブルにす

ると、レイヤ

2マルチキャ
ストフレーム

がすべてのモ

ジュールにフ

ラッディング

します。

（注）

NX-OSのリリースに応
じて、次の表に示すコ

説明オプションステッ

プ 3   
VLANコンフィギュレーション
モードを開始します。

vlan vlan-id
switch(config)# vlan 2
switch(config-vlan)#

マンドのいずれかを使

用します。

Cisco Release 5.1(1)以降は、この
コマンドを使用して、VLANの必
要な IGMPスヌーピングパラメー
タを設定します。これらの設定

は、指定したVLANを明示的に作
成するまで適用されません。

vlan configurationvlan-id
switch(config)# vlan
configuration 2
switch(config-vlan-config)#
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目的コマンドまたはアクション

これらのコマンドでは

IGMPスヌーピングパ
説明オプションステッ

プ 4   
現在のVLANに対して IGMPス
ヌーピングをイネーブルにしま

す。デフォルトでは有効になっ

ています。

ip igmp snooping
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping

ラメータを設定しま

す。

各ポートに接続されたそれぞれ

のホストから送信されるIGMPv3
メンバーシップレポートを、

VLAN別に追跡します。デフォ
ルトは、すべての VLANでイ
ネーブルです。

ip igmp snooping
explicit-tracking
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
explicit-tracking

IGMPv2プロトコルのホストレ
ポート抑制メカニズムのため

に、明示的に追跡できない

IGMPv2ホストをサポートしま
す。高速脱退がイネーブルの場

合、IGMPソフトウェアは、各
VLANポートに接続されたホス
トが 1つだけであると見なしま
す。デフォルトは、すべての

VLANでディセーブルです。

ip igmp snooping fast-leave
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping fast-leave

指定したVLANのグループメン
バーシップタイムアウトを設定

します。

ip igmp snooping group-timeout
{minutes |never}
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
group-timeout never

いずれのホストからも IGMPク
エリーメッセージへの応答がな

いまま、最終メンバのクエリー

インターバルの期限が切れた場

合に、対応するVLANポートか
らグループを削除します。有効

範囲は 1～ 25秒です。デフォ
ルトは 1秒です。

ip igmp snooping
last-member-query-interval
seconds
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
last-member-query-interval 3

選択された VLANの OMFを最
適化します。デフォルトでは有

効になっています。

ip igmp snooping
optimised-multicast-flood
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
optimised-multicast-flood
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

指定したVLANの IGMPスヌー
ピングプロキシを設定します。

デフォルトは 5秒です。

ip igmp snooping proxy
general-queries mrt seconds
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping proxy
general-queries

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、スヌーピングクエ

リアを設定します。 IPアドレス
は、メッセージの送信元として

使用します。

ip igmp snooping querier
ip-address
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping querier
172.20.52.106

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、IGMPv2のスヌー
ピングクエリアタイムアウト値

を設定します。デフォルト値は

255秒です。

ip igmp snooping
querier-timeout seconds
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
querier-timeout 300

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、スヌーピングクエ

リーインターバルを設定しま

す。デフォルト値は 125秒で
す。

ip igmp snooping query-interval
seconds
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
query-interval 120

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、クエリーメッセー

ジのスヌーピングMRTを設定
します。デフォルト値は 10秒
です。

ip igmp snooping
query-max-response-time
seconds
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
query-max-response-time 12
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、起動時に送信され

るクエリー数に対してスヌーピ

ングを設定します。

ip igmp snooping
startup-query-count value
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
startup-query-count 5

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、起動時のスヌーピ

ングクエリーインターバルを設

定します。

ip igmp snooping
startup-query-interval seconds
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
startup-query-interval 15000

指定したVLANのロバストネス
値を設定します。デフォルト値

は 2です。

ip igmp snooping
robustness-variable value
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
robustness-variable 5

マルチキャスト対応ルータに送

信されるメンバーシップレポー

トトラフィックを制限します。

レポート抑制をディセーブルに

すると、すべての IGMPレポー
トがそのままマルチキャスト対

応ルータに送信されます。デ

フォルトでは有効になっていま

す。

ip igmp snooping
report-suppression
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
report-suppression

マルチキャストルータへのスタ

ティックな接続を設定します。

ルータと接続するインターフェ

イスが、選択したVLANに含ま
れている必要があります。

ethernet slot/portのように、イン
ターフェイスをタイプおよび番

号で指定できます。

ip igmp snooping mrouter
interface interface
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping mrouter
interface ethernet 2/1
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

VLANのレイヤ 2ポートをマル
チキャストグループのスタ

ティックメンバーとして設定し

ます。 ethernet slot/portのよう
に、インターフェイスをタイプ

および番号で指定できます。

ip igmp snooping static-group
[group-ip-addr ]source
[source-ip-addr] interface
interface
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping static-group
230.0.0.1 interface ethernet
2/1

指定したVLANのリンクローカ
ルグループ抑制を設定します。

デフォルトでは有効になってい

ます。

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

指定した VLANの IGMPv3レ
ポート抑制およびプロキシレ

ポートを設定します。デフォル

トではVLANごとに有効になっ
ています。

ip igmp snooping
v3-report-suppression
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
v3-report-suppression

指定した VLANの IGMPバー
ジョン番号を設定します。

ip igmp snooping version value
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping version 2

（任意）コンフィギュ

レーションの変更を保

存します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config startup-config

ステッ

プ 5   

検索モードの変更

Nexus 7000シリーズシャーシ用の Cisco Release 5.2(1)以降では、検索モードをMACアドレスに
基づくように、グローバルにまたは VLANごとに設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

検索モードをMACアドレスに基づくように
グローバルに変更します。デフォルトの IP

layer-2 multicast lookup mac

例：

ステップ 2   

検索モードに戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

switch(config)# layer-2 multicast
lookup mac

検索モードを指定したVLANのMACアドレ
スに基づくように変更します。これらの

vlan vlan-id

例：

ステップ 3   

VLANのデフォルトの IP検索モードに戻す
には、このコマンドのno形式を使用します。

switch(config)# vlan 5
switch(config-vlan)#
layer-2 multicast lookup mac

switch(config-vlan)# layer-2
multicast lookup mac
switch(config-vlan)#

コンフィギュレーションモードまたはVLAN
コンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 4   

（任意）IGMPスヌーピング検索モードを表
示します。

show ip igmp snooping lookup-mode
vlan vlan-id]

例：

ステップ 5   

switch# show ip igmp snooping
lookup-mode

（任意）実行コンフィギュレーションをス

タートアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   
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スタティックマルチキャスト MAC アドレスの設定
Nexus 7000シリーズシャーシ用の Cisco Release 5.2(1)以降では、マルチキャストMACアドレス
の発信インターフェイスをスタティックに設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

マルチキャストMACアドレスの指定した
発信インターフェイスをスタティックに

設定します。

mac address-table multicast
multicast-mac-addr vlan vlan-id interface
slot/port

例：

ステップ 2   

switch(config)# mac address-table
multicast 01:00:5f:00:00:00 vlan 5
interface ethernet 2/5

コンフィギュレーションモードまたは

VLANコンフィギュレーションモードを
終了します。

exit

例：

switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

（任意）IGMPスヌーピングスタティッ
クMACアドレスを表示します。

show ip igmp snooping mac-oif [detail
| vlan vlan-id [detail]]

例：

switch# show feature-set

ステップ 4   

（任意）実行コンフィギュレーションを

スタートアップコンフィギュレーション

にコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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IGMP スヌーピングの設定確認

IGMPスヌーピング設定をVLAN別に表示しま
す。

show ip igmp snooping [vlan vlan-id]

グループに関する IGMPスヌーピング情報を
VLAN別に表示します。

show ip igmp snooping groups [source [group] |
group [source]] [vlan vlan-id] [detail]

IGMPスヌーピングクエリアをVLAN別に表示
します。

show ip igmp snooping querier [vlan vlan-id]

マルチキャストルータポートを VLAN別に表
示します。

show ip igmp snooping mroute [vlan vlan-id]

IGMPスヌーピングの明示的な追跡情報をVLAN
別に表示します。

show ip igmp snooping explicit-tracking [vlan
vlan-id]

IGMPスヌーピング検索モードを表示します。show ip igmp snooping lookup-mode [vlan vlan-id]

IGMPスヌーピングスタティックMACアドレ
スを表示します。

show ip igmp snoopingmac-oif [detail | vlan vlan-id
[detail]]

IGMP スヌーピング統計情報の表示
IGMPスヌーピング統計情報を表示するには、show ip igmp snooping statistics vlanコマンドを使
用します。この出力で、virtual Port Channel（vPC;仮想ポートチャネル）の統計情報を確認でき
ます。

IGMPスヌーピング統計情報を消去するには、clear ip igmp snooping statistics vlanコマンドを使用
します。

これらのコマンドの使用方法については、『CiscoNexus7000SeriesNX-OSMulticastRoutingCommand
Reference』を参照してください。

IGMP スヌーピングの設定例
次に、IGMPスヌーピングパラメータの設定例を示します。

config t
ip igmp snooping
vlan 2
ip igmp snooping
ip igmp snooping explicit-tracking
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ip igmp snooping fast-leave
ip igmp snooping last-member-query-interval 3
ip igmp snooping querier 172.20.52.106
ip igmp snooping report-suppression
ip igmp snooping mrouter interface ethernet 2/1
ip igmp snooping static-group 230.0.0.1 interface ethernet 2/1
ip igmp snooping link-local-groups-suppression
ip igmp snooping v3-report-suppression

次に、Cisco Release 5.1(1)以降の IGMPスヌーピングパラメータの設定例を示します。

config t
ip igmp snooping
vlan configuration 2
ip igmp snooping
ip igmp snooping explicit-tracking
ip igmp snooping fast-leave
ip igmp snooping last-member-query-interval 3
ip igmp snooping querier 172.20.52.106
ip igmp snooping report-suppression
ip igmp snooping mrouter interface ethernet 2/1
ip igmp snooping static-group 230.0.0.1 interface ethernet 2/1
ip igmp snooping link-local-groups-suppression
ip igmp snooping v3-report-suppression

これらの設定は、指定したVLANを明示的に作成するまで適用されません。VLANの作成の詳細
については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してく
ださい。

関連資料

参照先関連項目

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context
Configuration Guide』

VDC

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Multicast Routing
Command Reference』

CLIコマンド

標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準また

は変更された標準はありません。また、既

存の標準のサポートは変更されていませ

ん。
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CLI での IGMP スヌーピング機能の履歴
機能情報リリース機能名

MACベースとしてフォワーディング検索モー
ドを使用するように IGMPスヌーピングを設
定したり、スタティックMACアドレスを割
り当てたりすることができます。

5.2(1)検索モードのMACへの設定および
スタティックMACアドレスの割り
当て

実際にVLANを作成する前にVLANを設定で
きるように、コマンドが追加されました。

5.1(1)vlan configuration vlan-id

vPCに適用される注意事項と制限事項の一覧。

show ip igmp snooping statistics vlanコマンドを
使用して vPC統計情報を表示します。

この機能に関する詳細については、次の各項

を参照してください。

• IGMPスヌーピングに関する注意事項と
制限事項

• IGMPスヌーピング統計情報の表示

4.1(3)vPC
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